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編集後記

東京体育学研究の編集にあたって

この度東京体育学研究第一巻を東京体育学会会員の皆様にお届けできますことを大変嬉しく思います。発刊にあたり、

貴璽な研究成果を投稿してくださった会員の皆様ならびに投稿論文に対し貴璽なご提案をいただきました審査貝の皆様に、

心より御礼申し上げます。

会貝数が1600名に上る東京体育学会は、現在、（社）日本体育学会の東京支部を兼ねつつ、独立学会として活動してお

ります。新しい東京体育学研究は、学会として公表する研究内容の既の向上のみならず、会員の方々の研究発表の意欲を

高めるカンフル剤になることが期待されています。したがって、編集の形式・内容とも、相応の「質」が問われることとな

りますが、その一方で、若い研究者の研究成果を可能な限り応援し、世に出していかなければなりません。一見矛盾した

この両者のバランスを、第一巻の編集の頂要なポイントと定めました。

平成20年度の紺集作業を通して、著者と審査員の真剣なやり取りにより論文が磨かれていくプロセスを目の当たりにし

ました。行き詰まるやり取りにハラハラさせられることもしばしばありましたが、同じ分野の仲間同士で切磋琢磨するピア

レビューの意義を強く実感することができました。

第一巻を平成21年度中に発刊することができなかったことを、編集委員として申し訳なく思いますが、会員の手で作り

上げた玉稿を多く皆様のお手元にお届けできたということでご容赦頂きたく存じます。今後も多くの会貝の皆様に活発なこさ

投稿と編集へのご協力をお願いいたします。
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